
▼　午前の部　8:35～12:34

種別
発表
番号

題目

論文 1 熊本県域における伝統構法による農村建築の構造特性と耐震性能向上 8 ： 35 - 8 ： 45

論文 2 地震被害を受けた伝統構法建物の復旧と継続利用に関する方策の検討 8 ： 46 - 8 ： 56

論文 3 平成28年熊本地震を対象とした調査結果に基づく被害状況の分析 8 ： 57 - 9 ： 07

論文 4 小壁を有する伝統構法軸組の耐震性能評価 9 ： 08 - 9 ： 18

論文 5 竹筋かいや意匠性のある竹壁を用いた耐震性能向上に関する研究 9 ： 19 - 9 ： 29

論文 6 土壁の仕様の違いが構造性能へ及ぼす影響に関する研究 9 ： 30 - 9 ： 40

論文 7 木・鋼ハイブリッド耐力壁の構造性能に関する解析的研究　－実大真壁の構成要素－ 9 ： 41 - 9 ： 51

論文 8 南海トラフ巨大地震に備えた津波避難施設の日常的活用に関する研究 9 ： 52 - 10 ： 02

論文 9 益城町におけるまちづくり協議会の継続と変容に関する研究 10 ： 12 - 10 ： 22

論文 10 熊本地震からの復興における心理的資本の役割に関する研究 10 ： 23 - 10 ： 33

論文 11 人吉球磨における若者の被災経験が地元への関心と関与に与える影響に関する研究 10 ： 34 - 10 ： 44

論文 12 令和2年7月豪雨における孤立集落の生活実態に関する研究 10 ： 45 - 10 ： 55

論文 13 山間部の川沿いの集落における空間構造と人々の生活の変遷に関する研究　－八代市坂本町油谷川沿いの集落を対象として－ 10 ： 56 - 11 ： 06

論文 14 道の駅における地域住民向けの取り組みと利用実態に関する研究 11 ： 07 - 11 ： 17

論文 15 熊本市中心市街地における公開空地の特性と利用実態に関する研究 11 ： 18 - 11 ： 28

論文 16 商店街における長期継続店舗の不動産的要素に関する研究　－上通・並木坂を対象として－ 11 ： 29 - 11 ： 39

論文 17 夜間街路空間における照明実験と印象評価に関する研究　－居心地の良さと地域の個性の両立に向けて－　 11 ： 40 - 11 ： 50

論文 18 古材を活用したセルフリノベーションの実践と評価　－三郎家を対象地として－ 11 ： 51 - 12 ： 01

論文 19 インテリア選好プロセスと空間への自己表現に関する研究　－若者世代を対象として－ 12 ： 02 - 12 ： 12

設計 20 器の声を聴く　－天草の自然と人が紡ぐものづくり－ 12 ： 13 - 12 ： 23

設計 21 The city 12 ： 24 - 12 ： 34

論文 22 太陽光パネル発電変動要因の実験的研究と展望 13 ： 30 - 13 ： 40

論文 23 COVID19の住宅エネルギー消費量への影響 13 ： 41 - 13 ： 51

論文 24 熊本県における森林の二酸化炭素固定量の算出と現状の見直し 13 ： 52 - 14 ： 02

論文 25 冷蔵庫の使用環境が消費電力量に及ぼす影響 14 ： 03 - 14 ： 13

論文 26 熊本県立大学小ホールにおける音特性の空間分布調査 14 ： 14 - 14 ： 24

論文 27 家庭内エネルギー消費発生要因の可視化 14 ： 25 - 14 ： 35

論文 28 ユニバーサルデザインの視点からの既存ハザードマップの改良 14 ： 36 - 14 ： 46

論文 29 分散型宿泊施設の考え方に基づいた﨑津集落の魅力の周知方法の検討 14 ： 47 - 14 ： 57

設計 30 「住める遺産、﨑津」のための祈りの鐘災害公園 14 ： 58 - 15 ： 08

設計 31 君たちはどう生きるか　－五徳を語る空間を通した暗黙知の体験－ 15 ： 18 - 15 ： 28

設計 32 集い育てる　－コミュニティでの子育て－ 15 ： 29 - 15 ： 39

設計 33 真藝館 15 ： 40 - 15 ： 50

設計 34 静寂の共振　－自然と建築が織りなす時忘れの空間－ 15 ： 51 - 16 ： 01

設計 35 Recollection＋　－記憶の再構成を通して現在を豊かに－ 16 ： 02 - 16 ： 12

設計 36 独白　－禅的アプローチから演劇的社会をみつめる－ 16 ： 13 - 16 ： 23

設計 37 沈む庭園、昇る感性　－日常を忘れる癒しのひととき－ 16 ： 24 - 16 ： 34

設計 38 Growth　Furniture　－モンテッソーリ教育における子供が自立するための家具と空間提案－ 16 ： 35 - 16 ： 45

設計 39 めぐる住まい 16 ： 46 - 16 ： 56

論文 40 要配慮者軽減を目的としたシャドウプラン導入・活用に向けた基礎的研究　－熊本県公立学校及び自治体を対象として－ 16 ： 57 - 17 ： 07

論文 41 空き家バンク運用データを活用した空き家の需要予測に関する研究　－熊本県宇城市空き家・空き地バンク 360 を対象として－ 17 ： 08 - 17 ： 18

論文 42 空き家の流通促進を目的としたツールの開発　－宇城市空き家バンク成約者の活用事例分析を通して－ 17 ： 19 - 17 ： 29

休憩（10分）

熊本県立大学　環境共生学部　環境共生学科　居住環境学専攻

令和6年度（2024年度）　卒業論文・卒業設計発表会　プログラム

日時：令和7年（2025年）2月9日（日）午前8時30分～

会場：大ホール

発表時間

▼　午後の部　13:30～17：29

休憩（10分）

発表時間：発表 7分，質疑3分


